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発見 （23．3%vs. 39.0%)例が塒〃ll . DM

(38.2%vs.3().2%)HT37.1%vs.27.3%)は減

少．微小脈ll!I5例は全て後期症例．画像診断先行

例(14.7%vs.30.4%),本疾臘に雌関係の主訴で

各科を受診した症例が墹加(26.5%vs.43.5%).

IGF-1 (834vs.594, 1)<0.001), Z-scol･e (年齢

SD)(8.6vs.6.5, p<0.001)は後期でｲ1意に低1,｡O

余期|H1を辿じてDMII1:24例/境界型以ド腓53例

の|H1でGH, IGF-1, Z-sCol･eにｲ1.意差が見られ

た．商1m圧25例/非高血圧53例の間には何意差

なし．

【浄察】近年における本疾心のlll期発見|唄向が

雌,認された.MRIで偶発ﾙEとして発兇される例が

墹川Iした一・方，無関係の主訴で来院した椛例が各

科|災帥に姶い'茎げられている'ﾉﾐ態も蹴われた．

IGF-1およびZ-scol･eは後半症例で何通に低値

であった．全期|&lを辿じて耐1ﾘ,li能とGH, IGF-1,

Z-SCol･eはよく相関しDM椛例の減少という観

察結果と矛晒しなかった．
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胎't期の頭蓋IIIM砿管にIII米するとされる頭維

l咽頭脈は，脳llf癌全国集計洲査では5年PFSが

69.6％とilij後のIIIMfilill御が今後も課迦の ．つで

ある．今l'il頭蓋IIIM蚊1mに成腿ホルモン (GH) I雅

'k下垂体腺ll屯を合併した成人|#llを経験した．椛IWII

は48歳ﾘ)性．意識障害を呈した水弧症の症状で

発症した．頭部CTで第二脳索内に（『灰化を112う

占拠性病変と非交通性水頭椛の所兄を認めた. lii

医で脳室ドレナージ術を施行され、当院へ転院と

なった．砿部MRIで第三lliW雫|ﾉﾘの占拠性病変と

もに左海綿静脈＃il部に弱い造影効果を示す下眠

体腺睡の所兄を認めた．両llln甥を摘,'llのため|ﾉ､l祝

鏡下拡大蝶形'|.i･洞f術を施行した．術後に判Iﾘlし

た術前採1mではGH: 7.6 (11g/ml), IGF-1 :

648 (I1g/ml),先端巨大症様顔貌，摘出標本のﾙ)j

理診断を含め, GH産生下飛体腺師とi診'析した．

一方．第二脳室内IIII甥のﾙ聯II!はadamantin()ma-

touStypeの頭蓋咽頭llfであった.GHはIf瘍墹ﾉ|i

に関連があり,GH産生下雁体腺脈を合併した本

症例ではni'jllli瘍のl'i発に注恵が必要である．

8内視鏡下経鼻下垂体腺腫摘出後の下垂体前葉

機能回復について
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PI･olaCtin()maの悠荷の流旅にはドパミン作動薬

で治療することが多いが，妊娠すると休漿するこ

とが一般的である．その場合に妊娠中にIf甥が卿

火することがあり， リ|叫1例を経験したので報告す

る．

リ,ii例は27歳でfl然分娩したが，その妊娠中か

ら,!|1座までﾉI;眼瞼下飛が生じた．出産後雌11経が

続いたため某院潅姉人科を受診し,"PRLlll症

(126.51Ig/ml)を指抽され,MRIを撮り当科に紹

介された．テルグリドが|ﾙl始されていたが，血消

PRLは82.4mg/mlであった．MRIではトルコ鞍

lﾉ1に限局するiﾐにcyslicなtumorを認めた． カベ

ルゴリンに変更したところでⅢ〔賑．妊娠18Wの

時,MRIをliAったところ祝交叉を挙上させる大き

妊娠中に著明に増大したI)rolactin()I11a
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【対象】 2006-2015年までの10年|ﾊ|に初Inl手術

を受けたGH産生「雁体ll#(llin,連続81症例（前

期35後I0l46).

【結果】後期症1911でGH<5.011g/ml イミ満での発

R(11.4%vs.26.1%) heell)ad<22.()mmでの


